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１
月
４
日
、20
歳
の
門
出
を
祝
う「
大
町
町
成
人

式
」が
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、凛
々
し
い
ス
ー
ツ
や

艶
や
か
な
振
袖
を
身
に
纏
っ
た
新
成
人
65
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て
吉
村
宗
矩
さ
ん

（
道
金
町
）が「
今
ま
で
受
け
て
き
た
ご
恩
を
忘
れ
ず
、

ま
た
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
新
し

い
世
代
の
責
任
で
す
。多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
指
導・

ご
鞭
撻
に
感
謝
し
な
が
ら
、大
町
町
か
ら
社
会
へ
と

羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、山
田
三
矢
さ
ん（
港
町
）と
稲
佐
楓
さ
ん

（
中
島
）が
新
成
人
の
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
の
際
に
感
極
ま
り
、目
頭
を
押
さ
え
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
抱
負

を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
、会
場
は
温
か
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、中
学
3
年
生
の
時
に
書
い
た「
20

歳
の
自
分
へ
の
手
紙
」が
恩
師
か
ら
手
渡
さ
れ
、未
来

の
自
分
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
、子
ど

も
時
代
の
記
憶
を
笑
顔
で
振
り
返
って
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、懐
か
し
い
恩
師
や
旧
友

と
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

大
町
町
成
人
式

未
来
へ
は
ば
た
く

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

2

はたちのことば
友人との

再会、

地元良い
な

幸せな家
庭を築き

たい

最高！サイコー！！
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催
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。
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は
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し
い
恩
師
や
旧
友

と
の
再
会
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喜
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な
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ら
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い
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。

―

前
文
略…

。私
は
生
ま
れ
て
か
ら

ず
っ
と
大
町
町
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
町
と
い
う
町
は
、田
ん
ぼ

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。多

く
の
人
は
都
会
に
憧
れ
を
持
ち
ま
す

が
、私
は
ど
こ
よ
り
も
、こ
の
大
町
町

の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。大
き
な

シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー

ク
も
な
い
町
で
す
が
、こ
こ
に
は
大
切

な
人
の
温
か
み
を
感
じ
ま
す
。

　

通
り
す
が
り
の
人
同
士
は
挨
拶
を

か
わ
し
、小・中
学
生
の
登
下
校
を
見

守
る
地
域
の
皆
様
の
姿
を
見
て
育
っ

た
私
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、こ
の
町
を
離
れ
、は
じ

め
て
そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

と
を
私
は
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
生
ま
れ
、こ
の
町
で
育
っ

た
こ
と
は
私
の
誇
り
で
あ
り
、こ
こ
に

い
る
み
ん
な
は
私
の
一
生
の
宝
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
時
間
を
こ

の
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。一

人
ひ
と
り
個
性
豊
か
で
、先
生
方
が

手
の
付
け
ら
れ
な
い
悪
が
き
ば
か
り

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。で
も
、根
は

し
っ
か
り
し
て
い
て
、芯
の
あ
る
仲
間

思
い
の
人
ば
か
り
で
、私
は
こ
れ
ま
で

こ
の
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。本
当
の
悩
み
を
す
ぐ
に
打
ち
明

け
ら
れ
る
の
も
、昔
話
で
朝
ま
で
語

り
合
う
こ
と
も
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
と

も
に
歩
ん
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
に
い
る
み
ん
な
が
私
の
人
生

の
最
初
に
で
き
た
友
達
で
あ
り
一
生

の
仲
間
で
す
。

　

近
年
は
災
害
も
多
く
、世
の
中
は

大
き
な
変
化
を
伴
っ
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
世
の
中
で
こ
そ
、人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、つ
ら
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
町

に
は
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

ど
ん
な
こ
と
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
、兵
庫
県
の
大
学
で
法
律

を
学
ん
で
い
ま
す
が
、将
来
は
こ
の

町
に
貢
献
し
、私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
人
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
が
、平
成
最
後
の
新

成
人
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の

時
代
の
子
ど
も
た
ち
の
良
い
見
本
と

な
れ
る
よ
う
に
、と
て
も
立
派
な
大

人
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、せ
め
て
こ
の
町
の
人
の
よ

う
に
、心
温
か
い
頼
れ
る
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
、成
人
式
と
い
う
人
生
の
節

目
、そ
し
て
大
人
と
し
て
の
門
出
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ

も
、こ
れ
ま
で
温
か
く
育
み
、支
え
て

く
だ
さ
っ
た
数
多
く
の
方
々
の
存
在

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
恩
師
や
地
域
の
方
々
、20
年
間

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
20
年
間
、今
日
ま
で
多

く
の
人
に
出
会
い
、様
々
な
も
の
を

見
て
、時
に
は
泣
き
、時
に
は
笑
い
、

こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。色
々
な
経
験

が
生
き
る
力
と
な
り
、今
の
自
分
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
大
人
と
い

う
こ
と
を
自
覚
し
、た
っ
た
一
度
の
人

生
、後
悔
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
生

き
、立
派
な
大
人
を
目
指
し
精
進
し

て
い
き
ま
す
。

山
田
三
矢
さ
ん（
港
町
）

稲
佐
　
楓
さ
ん（
中
島
）

新
成
人
の
意
見
発
表

新
成
人
の
意
見
発
表
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
は
、平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）か
ら
3

月
15
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。年
金
受
給
者

の
方
で
、申
告
の
必
要
性
の
有
無
が
わ
か
ら
な
い
方

は
、年
金
源
泉
徴
収
票
を
持
参
の
上
、役
場
町
民
課

税
務
係
も
し
く
は
確
定
申
告
会
場
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、平
成
29
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
医
療
費
控
除
の
領
収
書
の
提
出
が

不
要
と
な
る
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
に
関
す
る
明

細
書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
5
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す（
税
務
署
か
ら
領
収
書
の
提
示
又

提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、領
収

書
は
ご
自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。

※

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療
費
通
知
を
添
付

す
る
と
、明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す（
医
療
費

通
知
と
は
、健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
で
す
）。

　

な
お
、社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）の
導
入
に
伴
い
、平
成
28
年
分
以
降
の
申
告
書

に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載（
申
告
者
ご
本
人
、控

除
対
象
配
偶
者
、扶
養
親
族
及
び
事
業
専
従
者
）が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

提
出
す
る
際
に
、納
税
者
本
人
の
本
人
確
認
書
類

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

例
１
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２
：
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保

　
　
　

険
の
被
保
険
者
証
な
ど

※

役
場
で
は
確
定
申
告
の
受
付
け
は
し
て
お
り
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平成30年分

が始まります。
2月18日（月）～3月15日（金）

●申告会場電話●
（臨時電話）
☎（８２）２４８８

■申告相談日程■
◇申告会場　　町公民館2階　小集会室
◇受付時間　　午前8時45分～正午
　　　　　　　午後1時～午後4時

●問い合わせ●
町民課税務係
☎（８２）３１１５確定申告

  所得税の確定申告が必要な方
●年金から所得税が源泉されている方
●農業、商業、工業、医業などを営んでいる方
●地代や家賃、配当収入、不動産・株式売却などの所得のある方
●サラリーマンで次のような方
    ・給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を超える方
    ・給与の年収が2千万円を超える方
    ・2か所以上から給与を受けている方
  町県民税・国保税の申告が必要な方
平成31年1月1日現在、町内に居住していた方で、次のような方
が対象となります。
●年の途中で退職した方
●無収入の方（収入がゼロという方でも申告していない場合
　は、国民健康保険税の軽減が受けられません。また、所得証明
　や課税証明が発行できません。）
※給与収入だけの方で年末調整が済んでいる方は、確定申告、
　町県民税・国民健康保険税の申告は必要ありません。
  申告のとき必要なもの
●印鑑（シャチハタ印は不可）
●確定申告書（税務署から送付されている方）
●昨年中の収入と経費がわかるもの（事業所得や不動産所得、
　株式等の譲渡所得などのある方）
●源泉徴収票
●生命保険料・医療介護・個人年金保険料・地震保険料・損害保
　険料（旧長期）の控除証明書
●身体障害者・戦傷病者手帳

 月日   曜日        対  象  地  区
2／18 月　不動寺、中通
2／19 火　本町、神山、下大町、杉谷
2／20 水　畑ケ田、宮浦町
2／21 木　小通、道金町、恵比須町
2／22 金　港町、高砂町
2／25 月　磯路町、寿町、昭和通、京ノ尾
2／26 火　新町、栄町、浦川内
2／27 水　大黒町、中島
2／28 木　寺口、千場
3／ 1 金　上大町、花宮町、本通、下潟
3／ 4 月　旭町、大谷口、泉町
3／ 5 火　畑ケ田、上大町
3／ 6 水　下大町（第1）、小通
3／ 7 木　下大町（第2）、大谷口
3／ 8 金　下大町（第3）、下潟
3／ 11 月　下大町（第4）、寺口
3／12 火　本町、不動寺、神山
3／13 水　道金町、港町、大黒町
3／14 木　中島、その他
3／15 金　一般･農業申告もれ者（全地区）

農
業
所
得
の
申
告
者

一
般
所
得
の
申
告
者

※期間中のみ
　利用できます。
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～幹部派出所の体制が強化されます～

大町町にある2つの駐在所を幹部派出所に統合します。1

24時間体制を確保し、夜間体制を強化します。
● 勤務員が3交替制で、24時間の警戒に当たります。
● 大町幹部派出所を拠点にパトカーを運用します。

２

昼間は常時、警察官等を配置します。
● 平日の昼間は、警察官や交番相談員を配置し、窓口対応に当たります。

３

その他
● 白石警察署の新庁舎は、2019年5月末に完成予定（開庁日は未定）

詳しくは　杵島郡大町町大字福母１１９２番地１
　　　　　白石警察署　☎（８４）２０２１

５

幹部派出所で取り扱う主な業務は次のとおりです。
❶ 運転免許証の住所等の記載事項変更
❷ 運転免許の自主返納、運転経歴証明書の受付と交付
❸ 車庫証明の申請・標章の交付・証紙の販売
❹ 道路使用許可申請、通行禁止除外申請の受付等

⑤ 自動車の制限外積載許可申請・交付
⑥ 交通事故や各種犯罪（盗難事件等）への対応
⑦ 拾得物、遺失届の受理
⑧ 各種相談の受理等

４

▲ ▲

　白石警察署は、庁舎の新築工事に伴い、平成29年から大町幹部派出所に警察署の機能を移して業務を
行っていますが、新庁舎に移転した後の大町幹部派出所を次のように再編整備して運用することにしてい
ます。 

大町幹部派出所の再編整備

大町駐在所 大町幹部派出所 福母駐在所

※大町駐在所・福母駐在所は、平成31年3月末に廃止予定

統合 統合

注）風俗営業、銃砲、刀剣類、火薬類等の許認可に係る業務は、
　白石警察署「本署」のみの取り扱いとなります。

❶～❹の業務は、
幹部派出所独自
の業務です。
※他の交番や駐
在所では取り扱
っていません。

※開庁日（新庁舎での業務開始日）は、決まり次第お知らせいたします。

POLICE POLICE
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◆実施検診　乳がん検診（マンモグラフィ）
◆検診日時　3月2日（土）・3日（日）　午前8時30分～午前10時30分
◆検診会場　佐賀メディカルセンタービル 2階 公益財団法人佐賀県健康づくり財団 
　　　　　　佐賀県健診・検査センター 女性検診エリア（佐賀市水ケ江１丁目12-10）
◆対 象 者　次のいずれにも該当する方
　　　　　　①佐賀県内にお住まいの40歳以上の女性（39歳以下の方は、病院などで受診してください）
　　　　　　　※年齢の基準日は平成31年3月31日現在　
　　　　　　②過去に乳がん検診（マンモグラフィ）を受診されたことがない方、又は前回受診後3年以上
　　　　　　　経過している方
◆定　　員　2日間あわせて100人（※予約は先着順）　　◆検診料金　無料（自己負担はありません）　
◆申込日時　2月18日（月）～２月22日（金）　午前8時30分～午後5時
◆申 込 先　公益財団法人佐賀県健康づくり財団 健診部　☎（37）3335　　
　　　　　公益財団法人佐賀県健康づくり財団　健診企画渉外課　☎（３７）３３０３

無料乳がん検診のお知らせ

　佐賀県後期高齢者医療広域連合から「後期高齢者医療に係る医療費のお知らせ」（9月～12月診療分)を、
2月22日に発送します。このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することがで
きます。
　なお、医療機関等からの請求書が遅れているなどの理由で記載されていない場合は、別途領収書に基づ
いて「医療費控除の明細書」を作成し、その明細書を申告書に添付していただく必要があります。
　また、「患者負担額」の欄には、自己負担相当額が記載されています。支払った医療費の額と実際にご自身
が負担された額が異なる場合、ご自身で額を訂正して申告いただく必要があります。
※領収書に基づいて「医療費控除の明細書」を作成した場合や、ご自身で額を訂正した場合は、領収書は確
　定申告期限から5年間保存する必要があります。
　医療費控除の申告に関することは、武雄税務署にお問い合わせください。
　　　　　○医療費のお知らせに関すること　
　　　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合 業務課 企画・保健係　☎（６４）８４７６
　　　　　〇申告に関すること　武雄税務署　☎０９５４（２３）２１２７　　

医療費控除の申告手続きにおける「医療費控除の明細書」に関するお知らせ

　「大町町健康ポイント」は、その年の12月1日から翌年2月末日までの間に、町民課国民健康保険・国民年
金係の窓口でポイントカードを提出して交換申請の手続きを行ってください。１月末日までの時点で５００
ポイント以上お持ちの方が対象です。なお、特典の交換は平成31年4月を予定しています。
◆健康ポイントとは　
　町主催の生涯スポーツ行事や、健診・各種がん検診などに参加・受診することで付与されるポイントのこ
とです。一定のポイントがたまると町商工会加盟店で使える「商品券」や指定店で使える「クオカード」や「図
書カード」などと交換できます（500ポイント→500円分、1000ポイント→1000円分の商品券など）。
　　　　　町民課 国民健康保険・国民年金係　☎（８２）３１１４
　　　　　子育て・健康課 健康づくり係　☎（８２）３１８６
　　　　　教育委員会事務局 社会教育係　☎（８２）３１７７　

「大町町健康ポイント」交換申請期間のお知らせ

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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・

　介護保険の財源は、介護保険料と公費で半分ずつ負担しており、社会全体で制度を支えるしくみになって
います。介護が必要になったとき、安心して介護保険サービスを受けられるように、保険料は必ず納めま
しょう。
　以下のような場合には、第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料の減免制度があります。
災害等による減免
　・震災、風水害、火災などの被害により住宅、家財、又はその他の財産について著しく損害を受けたとき
　・死亡や長期間の入院、心身に重大な障害を受けるなどして収入が著しく減少したとき
　・事業または業務の休廃止、著しい損失、失業、干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁、その他
　  これらに類する理由により収入が著しく減少したとき
低所得者減免（※生活保護受給者は対象になりません）
　保険料段階が1～3段階に該当する方で、下記①～③のすべてに当てはまる場合に適用されます。
　①収入が次のいずれかに該当する。
　　(A)保険料段階が1段階で、本人の収入額が42万円（他の世帯員1人につき18万円ずつ加算）以下
　　(B)保険料段階が2・3段階で、本人の収入額が84万円（他の世帯員1人につき36万円ずつ加算）以下
　②住民税課税者に扶養されておらず、生計を共にしていない。
　③資産等を活用しても、なお生活が困窮している状態にある。

介護保険料を納めないでいると
　災害等の特別な事情がないのに保険料を納めないでいると介護サービス利用時に、次のような措置がと
られます。
 ・ 費用がいったん全額利用者負担になる。
 ・ 負担割合が引き上げられる。
 ・ 高額介護サービス費が受けられなくなる等
　　　　　杵藤地区介護保険事務所業務係　☎０９５４（６９）８２２３
　　　　　福祉課 高齢者支援係　☎（８２）３１８７

介護保険料は大切な財源です！期限内に納めましょう

　佐賀県内の使用者は、これらの最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。
　最低賃金は、正規雇用労働者のほか、臨時工、パートタイマー、アルバイト等の非正規雇用の労働者を含む
すべての労働者の方に適用されます。

　なお、最低賃金には、次の賃金は含まれません。
　①賞与などの臨時の賃金　②時間外・休日・深夜などの割増賃金　③通勤手当、家族手当、精皆勤手当
　　　　　武雄労働基準監督署　☎０９５４（２２）２１６５
　　　　　佐賀労働局労働基準部賃金室　☎（３２）７１７９

次の方は、「特定（産業別）最低賃金」の適用から除外され「佐賀県最低賃金」の適用を受けます。
①18歳未満又は65歳以上の方　　②雇入れ後6月未満の方で技能習得中の方
③清掃又は片付けの業務に主として従事する方

佐賀県で「雇う人」も「働く人」もしっかりチェック！！

佐賀県の最低賃金額が改定されました

詳しくは

詳しくは

件　名
【地域別最低賃金】

【特定（産業別）最低賃金】

1時間 効力発生日

佐賀県最低賃金 ７６２円 平成30年10月4日

件　名 1時間 効力発生日

一般機械器具製造業関係 ８４７円 平成30年12月28日

電気機械器具製造業関係 ８１６円 平成30年12月26日

陶磁器・同関連製品製造業 ７６３円 平成30年12月8日
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　2月15日から17日まで、郡市対抗県内一周駅伝大会が開催されます。
　杵島郡チームは昨年6位、一昨年は4位と選手達の懸命な走りで中位を保っています。この選手達を支え
てくれるのは沿道からの応援です。
　杵島郡チームのチームカラーは緑色ですので、沿道では緑色のものを持って応援してください。杵島郡
チームの緑色のタスキが上位でつながるようたくさんの応援をお願いします。
　選手達の熱い走りにご期待ください！！
◆コース　2月15日（金） 基山町～嬉野市　　2月16日（土） 嬉野市～玄海町　
　　　　　2月17日（日） 唐津市役所～佐賀新聞社
※17日に大町町を通過します（予定時刻：午前10時55分 北方西体育館～午前11時25分 江北町役場）
　　　　　杵島郡体育協会事務局（大町町教育委員会内）　☎（８２）３１７７

第５９回郡市対抗県内一周駅伝大会　杵島郡チームの応援をお願いします！

　精神疾患を持つ方への接し方などについて悩んでいることはありませんか？
　この講座は、精神疾患を持つ方の家族や支援する地域の方々が、こころのゆとりを取り戻せるよう、疾患
についての知識や接し方などを同じ立場のご家族と一緒に学ぶことを目的としています。
◆日　　時　2月20日（水）　午後1時30分～午後3時30分
◆場　　所　鹿島市生涯学習センターエイブル　3階研修室（鹿島市大字納富分2700-1）
◆内　　容　「精神疾患のある世界観と関わりの中で大切にしたいこと」～佐賀ＡＣＴの活動を通して～
　　　　　　講師：福浦夕起子 氏（さが恵比須メンタルくりにっく精神保健福祉士）
◆対 象 者　精神疾患を持つ方の家族、精神疾患を持つ方々を支える地域の支援者
◆参 加 料　無料　　◆申込期限　2月12日（火）まで　
◆申込方法　下記へ電話でお申込みください。
　　　　　杵藤保健福祉事務所　精神保健福祉担当　☎０９５４（２２）２０１５

「家族講座」の開催について

　がんに対するとまどい、恐れ、悲しみなど、様々な不安を持ったがん患者とその家族が集い、語り、思いを
分かち合い、前向きになれるきっかけづくりのために、「がん患者・家族つどいの会」を下記のとおり開催し
ます。
◆日　　時　3月11日（月）　受付：午後0時30分～
◆場　　所　佐賀県健康づくり財団1階　西九州大学グループ健康支援センター
　　　　　　（佐賀市水ケ江1丁目12-10）
◆内　　容　午後1時～午後2時　今すぐ作れる簡単クッキー（※エプロンと三角巾をご持参ください。）
　　　　　　午後2時～午後4時　親睦交流会
◆対 象 者　がん患者又はその家族30名（受付順）　◆参加料　一人300円　◆申込期限　3月8日（金）
◆申込方法　住所・氏名・電話番号・家族同伴の有無を電話でご連絡ください。
　　　　　　電話受付（平日　午前9時30分～午後1時　午後2時～午後4時30分）
　　　　　佐賀県がん総合支援センター　☎０１２０（２４６）３８８ 

「佐賀県がん患者・家族つどいの会」の開催について

詳しくは

詳しくは

詳しくは

～精神疾患をお持ちの方を支える家族のために～

2
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大町町教育委員会学校教育だより35
大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

小中一貫教育に関する児童生徒意識調査結果
　ひじり学園は、小中一貫教育を行う九州初の義務教育学校です。学校視察受け入れは県内外の自治体・大学等
40団体を越えました。小中一貫教育のメリットはとても多くのものがあります。中1ギャップの解消、学力向上、問題
行動等の減少、教職員の授業力向上、1人校長による効果的な学校マネジメント等、本校でもその成果が見られて
います。
　では、ひじり学園の児童生徒はどう感じているのでしょうか。ひじり学園が義務教育学校になってから、各ブロッ
クの最上学年である4、7、9年生と小学部の最上学年である6年生に毎年、意識調査を行っています。本年度の結果
は下記のとおりです。
＜本年度の結果＞
　小中一貫校への肯定意見は、4年生67.4％、6年生63.6％、7年生53.7％、9年生39.7％と学年が上がるにつれ減っ
ています。同一児童生徒で追ってみても、現中学生は、前回の回答と比べると評価は下がっています。比較的小中
一貫教育は、小学生に好評です。特に、6年生の否定意見は9.3％と少ないです。9年生は昨年度評価が急落しまし
たが、今年はやや評価が上がりました。小中一貫校のよさは、どの学年からも児童生徒の交流活動や合同の学校
行事があげられています。
　一方、中学生の学校生活の阻害要因となっているのは、小学生との同居による校内の騒がしさです。また、各学
年に応じて、通行エリアや行ってはいけない教室が決められていることに対しての窮屈さ、面倒くささを訴えていま
す。中学生の自由記述による小学生への不満の訴えは多くあがっています。
　今年度調査では特に、どの学年も初めて開催した小中合同体育大会に関する否定意見が目立ちました。主な理
由は、出場種目の減少への不満です。
＜本年度の考察＞
　小中一貫教育は概ね小学生に肯定的に捉えられています。本年度の小学生は、1年生の時から小中一貫校舎で
学校生活を送っています。阻害要因はあまり感じていないようです。一方、最上級生の9年生にとっては、小学生の
騒がしさ、小学生まで面倒を見なければならないこと、校舎内の通行規制等に苛立ちが感じられます。これは、小中
学生の交流活動が充実したからこそ不満も増えたと捉えることもできるのではないかと考えます。実際に、交流活
動や合同行事は好評です。どの学年も、小学生と中学生が仲良くできることに好意的で、今後も交流活動の充実
は、小中一貫教育には不可欠であると考えます。
　5年生以上を50分授業に統一し、始業時間を揃え校時運行の工夫をしたにも関わらず、中学生が小学生の騒が
しさを感じています。中学部定期テスト等での5・6年生への生活指導の強化が必要かもしれません。一方で小学生
は、中学生の騒がしさを感じていないので、校舎内の通行規制を部分的に解除していく検討が必要です。そのこと
で、日常的な交流の促進が期待できるかも分かりません。
　小中一貫教育で注目される中1ギャップの解消に関連した意見では、6・7年生から、中学生への心構えが事前に
できること、中学生になってもすぐ小学部教員に相談できることなどがあげられており、一定の効果が認められます。
　本年度、初めて小中合同体育大会を実施しました。地域住民には好評でしたが、児童生徒には不評です。今年
度、小中一貫校を否定する一番の要因となっています。意見のほとんどは、出場種目の減少に対する不満です。今
後、例えば学年合同種目の設定などで出場種目を増やす工夫が必要です。懸念していた6年生のリーダー性につい
ては、6年生自身が不満を持っていないことから、小中両方の応援リーダーの組織化については、よかったと考えら
れます。
　また、4年生の自由記述欄には、中学生を意識した意見が多く、今年も自身が前期ブロックリーダーであることの
記述が一切ありませんでした。これは、中期ブロックリーダー7年生も同様です。前期ブロック、中期ブロックの取組
の充実が求められます。例えば、二分の一成人式や特別活動の活用、ブロック集会の工夫等ができればと考えます。
　いずれにしても、教育委員会事務局とひじり学園教職員とが緊密に連携し、小中一貫教育の推進、義務教育学校
文化の創造、児童生徒から出された課題の解決に取り組んでまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○教育委員会事務局学校教育係　☎（82）3177
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　　※平成30年12月末現在
犯罪発生件数124件(うち窃盗犯98件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗7件、万引き18件、車上ねらい3件、
　空き巣・忍び込み等25件、オートバイ盗1件

白石署管内　犯罪の発生状況

詳しくは

武雄杵島地区医師会「在宅医療・介護市民公開講座」の開催について

～最期まで自分らしく生きるために在宅医療をもっと知ろう～
　武雄杵島地区医師会の主催で、地域住民の皆さんに、在宅医療・介護連携の理解を促進することを目的と
して「在宅医療・介護市民公開講座」を開催します。
　国が在宅での看取りを増やそうとしているなか、本当に住み慣れた自宅や介護施設等で安心した暮らし
ができるかなど、様々な疑問や不安があるかと思われます。今回は、「老年医学・高齢者医学」を専門とする講
師をお招きして、在宅医療についての講演を行います。ぜひご参加ください。
◆日　時　2月16日（土）　午後1時30分～午後4時
◆場　所　武雄杵島地区医師会 3階講堂（武雄市武雄町大字昭和300番地）　
◆内　容　
　【 講　演 】午後1時40分～午後2時15分
　　「入院医療から在宅医療へ 安心して自宅で過ごすための取り組み ～住み慣れた地域でいつまでも～」
　　 講師：神代修 氏（社会医療法人祐愛会 織田病院 連携センター部長）
　【特別講演】午後2時20分～午後3時50分
　　「老いの幸福論 ～幸せな高齢者になるために～」
　　 講師：大蔵暢 氏（医療法人社団やまと やまと在宅診療所大崎 院長）
◆参加費　無料　　　◆定員　200名
　　　　　武雄杵島地区医師会事務局　☎０９５４（２２）３３４４

詳しくは

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 3戸　　　　　1件
・浦川内団地　　　2戸　　　　　 0件

※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformation
平成30年12月分 町長交際費

※平成31年1月15日現在

農林建設課管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 企画政策課広報統計係　☎（８２）３１１２

種別

金額

件数

20,100円

4件

9,610円

1件

34,710円

6件

合　計慶祝・会費 渉外

5,000円

1件

弔慰

自衛隊候補生採用募集

詳しくは

募集種目 応募資格（年齢） 受付期間 試験日

自衛官候補生
採用予定月の1日において
18歳以上33歳未満 随時募集中

一般曹候補生
採用年月の4月1日において
18歳以上33歳未満 3月1日（金）～

試験日については、受付
の際にお知らせします。

自衛隊佐賀地方協力本部武雄地域事務所　☎０９５４（２３）８３０４ 

お買い物は大町町内で



　「いきいき百歳体操」とは、重りを使った筋力トレーニングです。
　週に1回のペースで、3か月以上続けて行うと、物を持ったり、立ったり、歩い
たりなどの日常生活に必要な筋力をつけることができ、生活が楽になってき
ます。DVDを見ながら椅子に座って行うので、誰でも簡単に取り組むことが
できます。
　体験講座を下記のとおり開催いたしますので、この機会にいきいき百歳体
操を始めてみませんか。
◆日　時　2月26日（火）～3月19日（火）までの毎週火曜日　
　　　　　午前10時～午前11時30分
◆場　所　町総合福祉保健センター「美郷」　　
◆内　容　いきいき百歳体操、栄養・口腔・転倒予防に関する講話など　　
◆対象者　65歳以上の方 （※定員15名）　　◆参加費　無料　　
　　　　　福祉課 高齢者支援係　☎（８２）３１８７ 

　九州新幹線（西九州ルー
ト）事業の一環として計画し
ています佐世保線複線化工
事（大町～高橋）の大町町区
間に関する工事説明会を下
記により開催いたします。
◆日　時
　2月17日（日）
　【1回目】午後2時～
　【2回目】午後7時～
◆場　所
　大町町公民館3階

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き

～いきいき百歳体操で心も体も元気で長生き～

体験講座のご案内

九州新幹線（西九州ルート）に係る
佐世保線複線化工事に関する工事説明会の開催について

詳しくは

詳しくは
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（単位：人）
※平成30年12月31日現在　（住民基本台帳）

 6
12
18

  0
4
4

  0
0
0

  4
6
10

2
2
4

男
女
総数

3,022
3,517
6,539

◎世帯数　2,751世帯（前月比 ＋3世帯）　　　　

困りごと相談

 

町内各機関
電話ご案内

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
ひじりの里
(情報プラザ)

＊仕事が長続きしない
＊仕事が決まらない
＊生活費に困っている　など

　生活の不安や心配ごとなど
お気軽にご相談ください

佐賀県生活自立支援センター
受付　午前10時～午後８時
　　　☎（２０）００９５

無料

☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

0800-200-4373

防災行政無線電話応答
サービス（通話料無料）

 介護保険要介護（要支援）認定の有効期限が、平成31年3月31日（日）ま
での方で、引き続き、要介護認定を希望される方は、3月29日（金）までに
町役場福祉課で更新の手続きをしていただく必要があります。お手元の
介護保険証でご確認ください。

介護保険要介護（要支援）認定更新の手続きはお済みですか？

詳しくは 福祉課高齢者支援係　☎（８２）３１８７

独立行政法人　鉄道建設・運輸施設整備支援機構
　　　 九州新幹線建設局 工事第一課　☎０９２（２８３）９６１３
九州旅客鉄道株式会社 建設工事部 施設課 佐世保線工事所
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０８０（４３８１）７２５３

お買い物は大町町内で



県知事から叙勲の伝達を受ける武村前町長

武村弘正前町長が
「旭日小綬章」を受章
平成30年度　秋の叙勲

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

12月1日
11月30日

11月29日

佐賀牛って美味しい!!
11月29日（いい肉の日）の特別な給食

いっぱい練習したから見に来てね
大町保育園お遊戯会

　秋の叙勲受章者が11月3日に発表され、公務などで
多大な功績を挙げられた方などに贈られる「旭日小綬
章」を武村弘正前町長（道金町）が受章されました。
　武村前町長は、平成7年から平成27年までの5期20
年の永きにわたり町長を務められ、在職中は、「財政改
革大綱」の策定や役場機構のスリム化に努めるなど財
政状況の好転を果たしました。
　また、情報発信の拠点となる「おおまち情報プラザ」
の建設や「大町温泉ひじり乃湯」「ボタ山わんぱく公
園」などの新たな観光スポット・憩いの場の創出、老朽
化した校舎を建て替えて小中一貫教育「大町ひじり学
園」を開校するなど、様々な分野において町の発展の
ために尽力されました。

高齢者たちの
笑顔あふれる食事会

歳末会食会
　「歳末たすけあい募金会食会」が美郷で開催され、こ
の日を楽しみにしていた75歳以上の独り暮らしのお
年寄り65名が集まりました。
　会食の前に、交通安全応援教育隊による交通事故の
未然防止についての講話・寸劇が行われ、大町保育園
児のかわいいお遊戯が披露されました。
　その後、町食育改善推進協議会の方々が丹精込めて
作ったお弁当とだご汁がふるまわれました。
　参加者たちは「みんなで食べる食事はとても美味し
いです」と、手作りのお弁当を笑顔で食べ、具だくさん
で温かいだご汁を大盛りでおかわりしていました。
　食後には、虹の会によるハンドベルの演奏などが行
われ、賑やかで楽しい一日を過ごしました。

　大町保育園でお遊戯会が行われ、園児たちの頑張る
姿を見ようと、たくさんの保護者や
地域の方々が訪れました。
　園児たちは緊張した表情を見せ
ていましたが、保護者達の温かい声
援を受けて、この日のために一生懸
命練習を重ねてきたダンスや歌、劇
などを元気いっぱい披露し
ました。
　園児たちの成長とひたむ
きな姿に保護者達は盛大な
拍手を送りました。

　この日は、いい肉の日にちなん
で、大町ひじり学園の児童・生徒が
佐賀牛を使った特別な給食「佐賀
牛すき焼き」を味わいました。
　これは、子どもたちに佐賀県が誇るブランド牛を味わ
い、郷土愛を育んでもらうため、ふるさと応援寄附金を
活用して行われたものです。
　子どもたちは「お肉が柔らかい！」「甘くておいしい」
と、笑顔ですき焼きを頬張っていました。
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ご協力いただいた不動寺地区の皆様と

受験に向けて英気を養う
大町ひじり学園激励給食

元旦ウォークへのご協力に感謝！
心と体が温まるふるまい

新年の幕開け 元旦ウォーク2019

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

1月 1日

12月9日

12月21日

　「第16回大町町柔道大会」が大町ひじり学園武道場
で開催され、県内外から500名を超える選手が集結し、
激戦を繰り広げました。
　大会は、小学生・中学生の団体戦や小学生からシニ
アまでの個人戦などが部門別に行われ、町の選手たち
は強豪がひしめく中で素晴らしい活躍をみせました。
　中でも、一般・高校生男子の部（個人戦）では町出身
の南川真輝さんが優勝し、中学生女子の部（個人戦）で
は長尾菜々子さん（小通）が準優勝に輝きました。
【大会成績】※敬称略
＜一般・高校生男子の部＞　優　勝　南川真輝（大町町柔道協会）
＜中学生女子の部＞　準優勝　長尾菜々子（小通）

　今年も「元旦ウォーク」
が開催され、町民や帰省
された方など300名を超
える参加者たちが平成
最後となる年明けを祝う
ため、聖岳の山頂を目指
しました。
　東の空にはうっすらと雲がかかっていましたが、日の出
時刻になると雲の合間から、輝く朝日が姿を見せました。
　参加者たちは歓声を上げながら、万歳三唱を行い、美
しい初日の出に手を合わせ今年一年の無病息災などを
祈願しました。

　元旦ウォーク終了後、下山途中の参加
者たちに温かい豚汁や飲み物などがふる
まわれました。
　これは、不動寺地区の皆様が参加者た
ちの労をねぎらおうと企画され、数日前
から準備してこられたものです。
　参加者たちは、温かな心遣いと優しく
てほっとする味の豚汁に心と体を温めて
いました。
　不動寺地区の皆様のご支援・ご協力により、平成最後の
元旦ウォークが盛大なものとなり、町民の皆様の更なる絆
の醸成につながりました。心より感謝申し上げます。

　受験間近となった9年生に、受験勉強に打ち勝っても
らうため「佐賀牛」を使ったハンバーグの激励給食がふ
るまわれました。
　これに先立ち、17日に行われた基本的なマナーにつ
いての講習を生かし、ナイフとフォークを上手に使いな
がら佐賀牛の味をじっくり堪能していました。
　生徒たちは「美味しいハンバーグで力がつきました。
志望校目指して勉強頑張ります」と、受験に向けての意
気込みを語りました。

激戦！豪快！大技炸裂!!
第16回大町町柔道大会

oh  machi13



14oh  machi

平成30年度コミュニティ助成事業 ～遊具（上大町区）・放送設備（中通区）を整備～

＜上大町区＞ ＜中通区＞

　宝くじの普及広報事業の一環である「平成30年度一般コミュニティ助成事業」（（財）自治総合センター）の
助成を受けて、上大町区と中通区がコミュニティ活動備品等を整備しました。

　一ノ瀬和文さん（道金町）から、豪華なしめ縄を寄贈していただきました。
　このしめ縄は、一ノ瀬さんが長時間かけて編まれた大作であり、自ら栽培され
た“稲わら”の一本一本が丁寧に編みこまれています。
　また、しめ縄の飾りに“だいだい”や“炭”、“ゆずりは”が添えられておりますが、
これは繁栄を願うもので、“だいだい”は「代々」、“炭”は「住む」、“ゆずりは”は「譲
る」として、子孫繁栄を表したものです。
　役場正面玄関に飾られ、新年を迎えました。

　新たな地域住民交流の場の創出のため、公民分館前の
広場に遊具（滑り台・鉄棒）やベンチなどを設置しました。

　地域交流の拠点となる公民分館に放送設備
やエアコン、冷蔵庫などの備品を整備しました。

大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　真っ直ぐに立てない、歩行時にふらつく、つまずく
などの不安定感に悩む高齢者の方が多いそうです。
そうした方の特徴の一つに、椅子から立ち上がる時
に、つま先が浮くというものがあります。
　これは、足の指の筋力が衰え、正常なバランスを保
つことが難しくなると起こりがちな状態です。また、
指に力が入らないため、不自然な歩き方になり、膝や
腰を痛める原因にもなるようです。
　筋力は使わないと低下していきますので、意識して
鍛えることが大切です。予防効果がある簡単な体操
として、両足裏がしっかりと床につけられる椅子に座
ります。両足一緒につま先を床につけたままで、かか
とをできるだけ上に持ち上げてから下ろします。次
に、かかとを床に着けたままで、つま先を反らせるよ
うに上げてから下ろします。この動作を、つま先とか
かとを十分に意識しながら、ゆっくりと10回繰り返し
ます。
　習慣にして足の筋力がアップすると、立つ、歩くの
動作がバランスよく行えるようになります。
○遊ゆうスポーツクラブ事務局
　南川　☎０９０（８３９４）３４５４

町役場にしめ縄が寄贈されました

今回の助成を受けた2地区は、これまで以上に地域コミュニティの発展と絆づくりに取り組まれます。

～今年も1年良い年でありますように～
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じ
魂

◇
成
人
式
青
年
の
発
言
に
感
動
す
る

栄　

町　
　

本
村　

悦
子

◇
元
旦
に
神
に
祈
る
は
無
病
息
災

◇
散
歩
道
匂
い
た
だ
よ
う
雪
中
花

◇
オ
レ
ン
ジ
の
ゆ
た
ん
ぽ
だ
い
て
ね
む
る
夜

　

本　

町　
　

く
ろ
ち
ゃ
ん

◇
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
あ
っ
と
い
う
間
に
冬
終
る

◇
新
天
地
心
新
た
に
頑
張
ろ
う

◇
縁
側
の
日
向
ぼっこ
で
ぽっか
ぽ
か

◇
一
休
み
日
向
ぼっこ
で
一
休
み

◇
休
み
す
ぎ
や
る
こ
と
や
ら
ず
日
々
過
ぎ
る

　

中　

島　
　
こ
た
つ
猫

ふるさと発見

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

思い出のアルバム
その16

思い出のアルバム
その16SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN

商工会 会員募集中！
商 工 会

詳しくは　大町町商工会　  （８２）５５５５

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112

　思い出のアルバム16ページ目は通称「黒電話」と「留守
番電話機」のセットで、旧勤労青少年ホームで使われてい
たものです。黒電話はまだ「現役」のご家庭もあると思い
ますが、この形の留守番電話機はなかなか見ないのでは
ないでしょうか。
　今では電話機本体が留守電機能を持ち応答用の音声
や相手のメッセージが電子回路に保存されますが、この時
代はあらかじめカ
セットテープなど
（この機械は巻き
戻し不要のエンド
レステープ）に録
音しておいた音
声を再生するだ
けでした。

　大町町商工会では、新規会員加入者を募集していま
す。加入要件は、町内で商工業を営んでいる個人又は
法人です。今後の経営の良きパートナーとして、ぜひ入
会をご検討ください。

入会のメリットは？
●講習会・研修会・交流会を実施しており、補助金の活
用など経営に役立つ情報を入手できます。
●融資のご相談や売上増のための経営相談、また専門
家による個別指導も無料で受けられます。
●年末調整や所得税、消費税の確定申告を代行しま
す。
●異業種の集まりである商工会に加入することで仕
事の幅が拡がります（新たな取引先がみつかること
もあります）。
●組織の大きさを活かした割安の生命・傷害共済等に
加入できます。
●記帳や労働保険に関する事務手続きを代行します。
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2月10日から3月10日までの「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。
外　科

2月8日～
  　3月14日

9 5

  2月14日(木)
  2月28日(木)
  3月14日(木)

午前9時～正午
携行品◇・妊娠届出書
　　　　・マイナンバーカード又は
　　　　　通知カードと写真付きの
　　　　　身分証明証　・印鑑　　

(病院から発行された方)

※日程が合わない方は、
　事前にご相談ください。

  3月 1日(金）午後1時～午後1時30分
対象者◇H30年12月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

  2月28日(木) 午後0時45分～午後1時15分(受付)
対象者◇H30年2月、5月、8月、
　　　　10月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

健康相談／「美郷」
  2月14日(木)　　
  2月28日(木)
  3月14日(木)　　

午前9時～正午
※子どもから大人までこころとからだ
　の健康に関する相談を行っています。
※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂肪
　測定、血圧測定なども行っています。

母子健康手帳交付日／「美郷」

“風しん”の抗体検査・
予防接種のお知らせ

2か月児相談／「美郷」

  3月  8日(金)午後1時～午後１時15分（受付）
対象者◇H28年11月～H29年2月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

キラキラ歯っぴい教室／「美郷」

乳児健診／「美郷」

子育てサークル“もこもこ”／「美郷」
  2月13日(水)
  3月13日(水)
　　

午前10時～正午
対象者◇未就園児と保護者
携行品◇水筒、タオル

もぐもぐ教室／「美郷」
  2月  8日（金）

　　

午後1時～午後1時15分（受付）
対象者◇3か月～12か月児と保護者
携行品◇母子健康手帳、エプロン　

　県では、「先天性風しん症候群」の発生を予防
し、県内の女性が将来も安心して妊娠・出産でき
るように、妊娠を希望している方や妊婦の同居
家族等が、県内の医療機関で“風しん”の抗体検
査・予防接種を無料で受けられるように全額助
成しています（抗体検査・予防接種ともに１人1回
のみ）。
 助成を希望される方は、医療機関で風しんの抗
体検査・予防接種を受ける前に、県内の保健福祉
事務所の窓口で受付が必要です（平成31年3月
31日までに受ける抗体検査・予防接種が対象）。
　対象者・必要な書類・申請方法などの詳細に
ついてご不明な点は、町のホームページをご確認
いただくか、問い合わせ窓口にご相談ください。
【問い合わせ窓口】
　　杵藤保健福祉事務所
　　☎０９５４（２２）２１０４

  2月27日(水)　午前10時～

デイケア／「美郷」

フッ化塗布（継続）／「美郷」
 3月  8日(金) 午後1時～午後1時15分（受付）

対象者◇フッ化物塗布継続者
携行品◇母子健康手帳

10

11

17

24

3

10

2

2

2

2

3

3

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

月

月

日

月・祝

日

日

日

日

副島医院　☎(84)2205

原田内科医院　☎(87)3737

戸原内科　☎(82)2051
高島病院　☎0954(65)3129

有島病院　☎0954(65)4100

池上内科　☎(87)2107

藤崎医院　☎(86)3231
高島病院　☎0954(65)3129

白石町

白石町

大町町
白石町

白石町

白石町

江北町
白石町

川﨑整形外科医院　☎(82)5551

白浜医院　☎0954 (65)5006

有島クリニック☎0954(65)2066

高島病院　☎0954(65)3129

順天堂病院　☎(82)3161

森外科医院　☎0954(65)2059

大町町

白石町

白石町

白石町

大町町

白石町
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3 9

午後5時30分～午後7時
午後7時以降

生活環境課環境衛生係 （８２）３１１６

◆ペタンク大会
／午前9時
　町公民館健康　
　広場

◆町内巡回ウォーク
／午前6時30分　
　町公民館
　集合・出発

17

ペットボトル
古紙類

缶類と容器包装プラ

缶類と容器包装プラ

　　

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時
　町役場

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時
　町役場

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時
　町役場

◆成年後見相談会
／午前10時
　美郷
◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場

◆民生児童委員会
／午後1時30分　
　美郷

◆新春懇親グラウ
　ンドゴルフ大会
／午前9時
　町民グラウンド

◆消費生活相談
／午前10時
　町役場
◆絵手紙教室
／午前10時
　町公民館

◆行政相談
／午前10時 美郷
◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆無料法律相談
　（要予約）
／午前10時  町役場
◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場

◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場

◆特設人権相談所
／午前10時　　　
　町公民館

◆ひじり学園
　卒業証書授与式
／午前9時30分
　中学部体育館

◆区長会
／午前9時30分　
　町役場
◆自然塾
　（型抜きアート）
／午前10時
　町公民館

◆女性のための市町巡回相談
／午前10時 美郷
◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆絵手紙教室
／午後10時
　町公民館

◆心配ごと相談
／午前10時  美郷

◆女性のための市町
　巡回相談
／午前10時 美郷
◆消費生活相談
／午前10時
　町役場

◆健康ウォーク
　（太宰府～
　秋月古都散策）
／午前8時30分　
　町公民館集合・
　出発

◆絵手紙教室
／午前10時
　町公民館
◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

2019年/平成31年

資源物ステーションで回収できないもの

◆家計の困りごと
　相談室（要予約）
／午前10時 美郷
◆消費生活相談
／午前10時 町役場

  3月 1日(金）

　役場西側にある常設資源物ステーションでは「衣類」の回収を行っていますが、以下のもの
は回収できないため、「もえるごみ」もしくは「粗大ごみ」でのごみ出しをお願いします。
　　布団　カーテン　カーペット　ダウンジャケット　ネーム入り衣類
　　タオル　下着　革製品　羽毛製品　“わた”が入っているもの　
　　汚れ、匂いがついたもの　

2 3

建国記念の日

資源物ステーションは、町民の皆様の分別の上に
成り立っておりますので、ご協力をお願いします。

× ×

10 11

24 25

17 18

3 4

3 4 5 6 7 8 9

19 20 21 22 23

12 13 14 15 16

26 27 28 1 2

5 6 7 8 9
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議会だより
12月定例会

今回提案された議案の概要は
次のとおりです。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　

4
0
7
9
万
1
千
円
を
追
加

し
、
総
額
50
億
3
6
5
6
万

2
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　

62
万
1
千
円
を
追
加
し
、
総

額
1
1
0
億
5
3
7
4
万
2

千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　

1
4
0
6
万
2
千
円
を
追
加

し
、
総
額
1
億
9
2
1
8
万

5
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
総
額
は
1
億

9
3
4
2
万
9
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

資
本
的
収
入
総
額
は
１
４
９

２
万
6
千
円
、
資
本
的
支
出

総
額
は
5
2
2
7
万
9
千
円

と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意

見
書

　

こ
の
意
見
書
は
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
見
通
し

　
に
つ
い
て

　
　
　
諸
　
石
　  

重
　
信
　

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

大
町
町
へ
の
寄
附
金
は
寄
附
者

の
方
々
の
御
厚
意
、
ま
た
、
関

係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
今
や

本
町
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
と

な
り
、
町
民
福
祉
の
充
実
並
び

に
町
発
展
の
為
の
施
策
な
ど

様
々
な
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
以
前
よ
り
一
部
自

治
体
に
よ
る
制
度
の
行
き
過
ぎ

た
運
用
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

総
務
省
は
来
年
4
月
を
め
ど
に

制
度
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
現
行
の
制
度
を
活
用

し
、
施
策
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
本
町
に
と
っ
て
今
回
の
見
直

し
が
財
源
的
に
も
大
き
な
打
撃

と
な
る
の
は
必
至
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

本
町
の
議
員
と
し
て
今
回
の

見
直
し
内
容
の
い
さ
さ
か
理
解

し
が
た
い
部
分
に
関
し
て
関
係

各
省
庁
等
へ
検
討
を
働
き
か
け

る
の
は
当
然
な
が
ら
、
町
政

ト
ッ
プ
と
し
て
、
予
定
さ
れ
て

い
る
制
度
見
直
し
を
踏
ま
え
た

今
後
の
大
町
町
の
財
政
運
営
の

見
通
し
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
寄
附
金
は
、
本
町
に
お
い

て
は
大
変
貴
重
な
財
源
と
な
っ

て
お
り
、
子
育
て
支
援
や
教

育
、
定
住
促
進
、
福
祉
の
充
実

等
、
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

全
国
で
の
受
入
額
は
総
務
省
の

意
見
書

意
見
書

請
　
願

請
　
願

予
　
算

予
　
算

○
国
民
健
康
保
険
税
を
「
協
会

け
ん
ぽ
並
み
」
に
引
き
下
げ

る
た
め
、
国
庫
負
担
の
増
額

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　

こ
の
請
願
は
不
採
択
と
さ
れ

ま
し
た
。

一般
質問
編集／大町町議会・大町町企画政策課
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●ふるさと応援寄附金を活用して
　更新された遊具（大町保育園）

調
べ
で
、
81
億
円
程
度
、

年
々
、
地
方
の
各
自
治
体
そ
れ

ぞ
れ
が
、
返
礼
品
に
様
々
な
知

恵
や
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
発
展
・
進
化
し
て
き
た

制
度
で
す
。
い
わ
ば
地
方
の
自

治
体
に
よ
っ
て
活
性
化
し
、
成

長
し
て
き
た
制
度
で
す
。

　
昨
年
度
の
全
国
で
の
受
入
額

の
総
額
は
3
6
5
3
億
円
に
も

上
っ
て
お
り
、
創
設
当
時
の
約

45
倍
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
努
力
と
、
納
税
寄

附
者
の
応
援
に
よ
る
寄
附
金
の

増
収
で
、
地
方
が
元
気
に
な

り
、
低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
が
り
、
好
景
気
を
支

え
、
政
府
が
進
め
る
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
、
そ
の
効
果
は
都
市

圏
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
は
、
指
導
に
応
じ
な

い
自
治
体
を
制
度
の
対
象
か
ら

外
す
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

　
大
町
町
で
は
、
す
で
に
返
礼

品
の
精
査
を
完
了
し
て
お
り
、

先
日
公
表
さ
れ
ま
し
た
返
礼
品

ル
ー
ル
違
反
と
さ
れ
た
自
治
体

の
中
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
総
務
省
の
方
針
は
、
各
自

治
体
や
事
業
者
の
戸
惑
い
、
不

安
を
助
長
し
て
お
り
、
寄
附
額

に
も
か
な
り
の
影
響
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
云
々

に
関
わ
ら
ず
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
緊
縮
マ
イ
ン
ド
を
常
に

意
識
し
、
無
駄
な
こ
と
は
省

き
、
健
全
か
つ
適
正
な
財
政
運

営
に
当
た
っ
て
い
く
考
え
で

す
。

　
町
長
の
4
年
間
を
振
り
返
っ

　
て

　
　
　
松
　
﨑  

　
直
　
文
　

議
員
　
こ
の
四
年
間
、
長
い
よ

う
で
短
い
時
間
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

①
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
思
い
に
つ

い
て
。
②
「
み
ず
か
ら
身
を
切

る
改
革
に
努
め
る
」
と
い
う
公

約
の
も
と
、
自
身
の
給
与
カ
ッ

ト
、
副
町
長
は
置
か
な
い
、
町

長
車
の
廃
止
な
ど
直
ち
に
実
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
副

町
長
に
つ
い
て
は
、
業
務
遂
行

上
必
要
性
を
感
じ
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
③
来
年
は

選
挙
の
年
に
と
な
り
ま
す
が
、

来
期
の
出
馬
に
つ
い
て
。
④
ふ

る
さ
と
納
税
の
担
当
と
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
」
が
あ

り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
だ
け

で
な
く
、
町
の
活
性
化
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
と
こ
ろ
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

⑤
こ
の
活
性
化
に
大
き
く
絡
ん

で
く
る
の
が
人
口
で
す
。
「
子

育
て
す
る
な
ら
大
町
」
を
目
指

し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
定
住
促
進

計
画
に
基
づ
い
て
若
者
層
の
定

住
化
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
結
果
を
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
以
上
5
点

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
①
平
成
27
年
5
月
に
、

町
長
と
し
て
町
政
を
お
任
せ
い

た
だ
き
、
早
く
も
4
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
〝
町
を
変
え
た
い
、
自
分
な

ら
こ
う
い
う
事
、
あ
あ
い
う
事

が
で
き
る
〞
、
そ
う
い
う
強
い

思
い
を
も
っ
て
自
分
な
り
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
町
民
の
意
向
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
無
念
さ
も
残
る
大
き
な
課

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
持
続
可

能
な
町
に
す
る
た
め
、
そ
し
て

次
世
代
に
シ
ワ
寄
せ
す
る
こ
と

な
く
、
自
信
を
も
っ
て
引
き
継

い
で
も
ら
え
る
町
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
そ
の
一
心
で
力

を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　
前
回
の
町
長
選
挙
で
は
、

「
対
話
こ
そ
町
政
の
原
点
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
5
つ
の
大
項
目

を
選
挙
公
報
に
掲
げ
、
ス
ー

パ
ー
の
誘
致
を
は
じ
め
、
で
き

る
こ
と
か
ら
地
道
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、

生
活
環
境
の
改
善
を
は
じ
め
、

課
題
は
多
く
、
努
力
を
惜
し
む

こ
と
な
く
残
さ
れ
た
任
期
を
全

う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●誘致されたスーパーの建設予定地
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間
の
活
力
・
資
金
に
よ
る
賃
貸

住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
現
在
、
寄
附
さ
れ
た
土
地
に

つ
い
て
は
2
件
、
空
き
家
は
1

件
で
す
。
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
賃
貸
を
検
討
し
、
土
地

は
、
規
定
に
基
づ
き
、
地
元
行

政
区
の
有
効
活
用
を
目
的
に
寄

附
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

販
売
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
元
活
用
も
難
し
い
土
地
に
つ

い
て
は
、
購
入
の
話
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
土
木
施
工
箇
所
進
捗
状
況
に
　

　
つ
い
て

議
員　

①
土
木
調
査
の
要
望
箇

所
で
29
年
度
・
30
年
度
に
施
工

し
た
実
績
に
つ
い
て
。
②
要
望

箇
所
の
順
位
付
け
の
基
準
及
び

施
工
時
に
地
区
へ
の
連
絡
等
に

つ
い
て
。
③
道
路
整
備
工
事

で
、
金
額
・
危
険
度
な
ど
判
断

の
基
準
に
つ
い
て
。
以
上
３
点

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

農
林
建
設
課
長　

①
町
単
独
事

業
で
施
工
す
べ
き
箇
所
は
62
箇

所
、
突
発
的
な
事
由
に
よ
り
施

工
の
必
要
な
箇
所
を
含
め
、
77

箇
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
実
績
は
、
15

箇
所
、
今
年
度
は
11
月
末
現
在

で
、
10
箇
所
、
年
度
内
に
18
箇

所
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

②
緊
急
性
・
公
共
性
の
観
点
か

ら
施
工
の
可
否
、
優
先
順
位
を

決
定
し
、
そ
の
結
果
を
区
長
へ

回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工

事
を
実
施
す
る
際
に
は
、
事
前

に
区
長
に
連
絡
を
し
て
い
ま

す
。

③
大
規
模
な
工
事
の
場
合
は
、

補
助
事
業
の
活
用
や
、
数
年
に

わ
た
る
継
続
工
事
で
検
討
を
行

い
ま
す
。

　
環
境
整
備
の
一
環
で
清
掃
に
つ

　
い
て

議
員　

①
泉
町
に
あ
る
仏
法
堤

土
手
の
雑
草
の
草
刈
り
は
業
者

に
依
頼
し
て
い
る
の
か
。
②
す

み
れ
園
の
土
手
及
び
浦
田
二
段

溜
池
の
土
手
の
伐
採
・
草
刈
り

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。
以

上
２
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

農
林
建
設
課
長　

①
年
1
回
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

②
す
み
れ
園
、
大
町
環
境
整
備

の
職
員
が
自
発
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

浦
田
二
段
溜
池
の
土
手
に
つ

き
ま
し
て
は
、
水
利
権
を
持
つ

下
潟
地
区
の
生
産
組
合
で
、
年

に
数
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
の
一
環
で
火
災
に
つ
い

　
て

議
員　

①
建
物
火
災
で
、
家
屋

が
一
部
及
び
全
焼
し
た
時
に
、

行
政
は
被
害
者
に
住
居
を
無
償

で
提
供
す
る
の
か
。
②
家
屋
が

全
焼
し
た
場
合
の
焼
け
跡
の
片

付
け
の
支
援
及
び
被
災
者
へ
の

金
銭
の
貸
与
に
つ
い
て
。
以
上

２
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

総
務
課
長　

①
被
災
者
本
人
、

家
族
・
親
族
を
含
め
、
消
防

団
、
区
長
、
地
域
の
方
で
話
を

さ
れ
、
住
む
所
が
確
保
で
き
な

い
場
合
は
、
町
で
町
営
住
宅
を

期
限
を
決
め
て
（
3
カ
月
間
）

無
償
で
提
供
し
、
新
た
な
お
住

ま
い
が
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、

4
カ
月
目
以
降
は
通
常
の
住
宅

使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

②
火
災
廃
材
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
一
般
的
に
所
有
者
が
解
体

業
者
に
依
頼
し
、
搬
出
、
処
分

ま
で
を
自
費
で
賄
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

金
銭
の
貸
与
に
つ
き
ま
し
て

は
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
災
害

援
護
資
金
制
度
や
、
見
舞
金
、

災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
見
舞

金
の
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
災
害
援
護
資
金
以
外
の
金

銭
の
貸
与
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
県
や
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
、
福
祉
資
金
の
貸
付

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管

　
理
体
制
に
つ
い
て

　
　
　
早
　
田
　  

康
　
成
　

議
員　

地
球
温
暖
化
に
伴
う
暴

風
雨
の
規
模
は
徐
々
に
強
力
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
行
政
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
防
災

事
前
体
制
の
整
備
及
び
災
害
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
対

処
要
領
を
確
保
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以

下
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
①
杵
藤
土
木
事
務
所
に
よ

る
土
砂
災
害
説
明
会
に
お
け
る

内
容
及
び
活
用
策
に
つ
い
て
。

②
大
規
模
災
害
に
対
す
る
行
政

の
訓
練
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

③
災
害
対
策
本
部
を
迅
速
に
設

置
す
る
備
え
に
つ
い
て
。
④
情
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報
共
有
・
調
整
を
円
滑
に
で
き

る
場
所
に
つ
い
て
。
⑤
情
報
を

収
集
す
る
た
め
の
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
。
⑥

防
災
無
線
の
通
信
手
段
に
つ
い

て
。
⑦
災
害
に
関
す
る
広
報
、

報
道
対
応
に
関
す
る
実
施
要
領

に
つ
い
て
。
⑧
災
害
発
生
時
、

職
員
の
人
員
不
足
に
対
す
る
対

応
策
に
つ
い
て
。

町
長　

①
説
明
会
は
、
町
内
22

の
行
政
区
に
対
し
、
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
く
区
域
指
定
に

関
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

説
明
さ
れ
た
内
容
は
、
県
が
土

砂
災
害
防
止
法
の
概
要
を
、
そ

の
中
で
町
が
警
戒
避
難
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
、
区
域
指
定

図
で
自
宅
や
付
近
の
状
況
の
確

認
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

今
後
、
町
で
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
六
角
川
水
系
浸
水
想
定
区

域
、
避
難
場
所
等
の
各
種
防
災

に
関
す
る
情
報
を
記
載
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を
早
急

に
行
い
、
各
世
帯
、
事
業
所
等

に
配
付
し
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
か

ら
、
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
、

災
害
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
町
民

の
防
災
知
識
と
、
意
識
の
醸
成

に
努
め
、
自
助
、
共
助
、
公
助

が
う
ま
く
連
動
す
る
体
制
の
構

築
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
更
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、
各
世
帯

に
確
実
に
情
報
配
信
が
で
き
る

よ
う
、
戸
別
受
信
機
等
の
各
戸

へ
の
無
償
配
付
を
検
討
し
て
お

り
、
雨
風
等
で
聞
こ
え
に
く
い

屋
内
の
方
に
対
し
て
の
情
報
伝

達
の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
県
や
河
川
事
務
所
等
が
主
催

す
る
大
規
模
訓
練
等
に
は
、
積

極
的
に
参
加
を
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
2
月
に
は
、
大
地
震

を
想
定
災
害
と
し
て
、
「
住
民

に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
」

を
、
大
町
町
、
江
北
町
、
白
石

町
、
太
良
町
、
佐
賀
県
、
一
般

社
団
法
人
減
災
・
復
興
支
援
機

構
と
の
共
催
で
、
白
石
町
の
小

学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

③
大
町
町
災
害
対
策
本
部
運
営

要
領
に
定
め
て
い
る
と
お
り
、

気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
災
害
情
報
連
絡
室
を
開
設

し
、
職
員
に
は
自
宅
待
機
を
命

じ
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
迅

速
に
災
害
対
策
本
部
に
移
行
で

き
る
体
制
で
警
戒
を
し
ま
す
。

　

総
務
課
長　

④
大
規
模
災
害

等
、
有
事
の
場
合
の
災
害
対
策

本
部
は
、
本
庁
舎
１
階
、
総
務

課
一
帯
の
フ
ロ
ア
ー
を
確
保
し

ま
す
が
、
適
宜
、
ス
ペ
ー
ス
を

増
や
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。

町
長　

⑤
佐
賀
県
防
災
一
斉
指

令
シ
ス
テ
ム
、
気
象
庁
の
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ほ
か
、

武
雄
河
川
事
務
所
長
や
佐
賀
地

方
気
象
台
長
と
の
間
で
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
構
築
し
て
お
り
、
避

難
勧
告
発
令
等
を
検
討
す
る
際

の
重
要
な
情
報
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

総
務
課
長　

⑥
移
動
系
の
通
信

施
設
の
整
備
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

⑦
町
内
に
は
防
災
行
政

無
線
、
防
災
メ
ー
ル
等
で
伝
達

し
、
報
道
関
係
に
は
、
放
送
局

等
の
多
様
な
メ
デ
イ
ア
に
迅
速

か
つ
効
率
的
に
伝
達
す
る
た
め

県
が
運
用
す
る
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

 

広
報
・
報
道
の
責
任
者
に
つ
い

て
は
、
災
害
対
策
本
部
規
定
に

定
め
る
と
お
り
、
総
務
対
策
部

の
広
報
班
が
窓
口
に
な
り
ま

す
。

⑧
佐
賀
県
と
県
内
20
市
町
の
間

で
、
「
佐
賀
県
・
市
町
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
県
内
市
町
が
相
互
に
協

力
・
応
援
を
実
施
し
、
県
が
そ

れ
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

 

今
後
も
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く

応
援
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
関
係
市
町
等
と
の
情
報
交

換
や
、
日
頃
か
ら
の
連
携
を
密

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●避難所運営訓練の様子
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大町町
ミニテニス愛好会

　世をあげて体力増進と健康管理に関心が高まっているこのごろであります。「大町町ミニ
テニス愛好会」は、発足して以来25年ほどになります。現在の会員数は24名で、年齢層は60
歳から90歳と広く、平均年齢は71歳になります。プレイ中は歓声が飛び合い、顔をほころ
ばせて楽しく笑いこけるなど、誰ひとり歳の差を感じたことはありません。
　会員の皆さんは、大町町をはじめ佐賀市、武雄市、有田町、江北町など町内外から参加し
ており、年を重ねた多彩な顔ぶれが、仲間同士の固い絆で結ばれております。この仲間たち
は、スポーツでたくさん汗を流し、健全な精神を宿すことが何よりも心身の若返りと思い、
今日も元気に頑張っております。
　会員は週2回の練習、月1回の定例大会、年4回ほどの対外試合（佐賀市など）に参加する
など、健康面を含めたミニテニスのスキル向上を図っております。（練習時間：水曜日と金曜
日の午前9時から3時間程度）【会員募集中】千綿盛彦　☎（８２）６０８５

年齢や体力に合わせてゲームを楽しむ
大町町ミニテニス愛好会

毎日笑顔と幸せをありがとう♡
これからも陽衣梛と仲良く元気に育ってね！
大好きだよー！
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大町保育園大町保育園

おにに　へ～んしん！おにに　へ～んしん！

絆

左から・・・吉丸けんせいさん、筒井そうまさん、
吉田けんごさん、久保ゆいとさん
武富りゅうきさん、大塚そうまさん

左から・・・吉丸けんせいさん、筒井そうまさん、
吉田けんごさん、久保ゆいとさん
武富りゅうきさん、大塚そうまさん
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